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来
場
者
は
ア
マ
ゴ
や
カ
エ
ル

な
ど
の
生
態
展
示
や
鳥
類
の
は

く
製
を
興
味
深
く
覗
き
込
み
、

植
物
愛
好
家
は
季
節
の
花
の
写

真
を
見
な
が
ら
歓
談
し
て
い

た
。
訪
れ
た
町
民
は
「
孫
が
帰
っ

て
来
た
ら
連
れ
て
く
る
」
と
話

し
て
い
た
。
駐
車
場
事
業
者
か

ら
は
「
セ
ン
タ
ー
を
案
内
す
る

と
駐
車
し
て
も
ら
え
た
」
と
喜

ば
れ
た
。 

営
業
時
間
は
十
時
か
ら
十
六

時
、
定
休
日
は
水
、
木
曜
。
五
月

の
営
業
日
数
は
二
十
二
日
（
三 

     

前
号
で
紹
介
し
た
竜
ノ
口
か

ら
上
流
へ
歩
い
て
五
分
、
谷
が 

 
 
 
 

左
へ
大
き
く
曲
が
る 

 
 
 
 

栂
崎
（
つ
が
さ
き
）
の

眺
め
で
あ
る
。 

 
 
 
 
 

左
下
に
角
を
削
っ

た
よ
う
な
特
徴
的
な

形
状
の
兜
石
が
半
分

見
え
る
。
場
所
を
特 

 

     

日
を
除
く
）
で
、
来
場
者
数
は

八
六
〇
人
、
販
売
額
は
十
四
万

三
千
円
だ
っ
た
。 

 

マ
ス
コ
ミ
は
中
国
新
聞
が
オ 

     
ト
チ
ノ
キ
と
人
と
の
つ
な
が

り
を
次
世
代
へ
継
承
す
る
「
全

国
ト
チ
ノ
キ
学
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
」
の
設
立
準
備
会
が
五
月
二

十
日
、
二
十
一
日
の
両
日
、
全

国
か
ら
約
七
十
人
が
集
ま
っ
て

滋
賀
県
で
開
か
れ
た
。
さ
ん
け

ん
か
ら
は
広
大
さ
ん
け
ん
部
の

大
崎
壮
巳
さ
ん
や
自
然
塾
講
師

ら
六
人
が
参
加
し
た
。 

 

初
日
は
ト
チ
ノ
キ
の
生
態
や 

    

定
で
き
る
〝
動
か
ぬ
証
拠
〟

だ
。
す
ぐ
上
の
黒
っ
ぽ
い
針
葉

樹
が
名
称
の
由
来
と
な
っ
た
ツ

ガ
の
木
で
あ
る
。 

中
央
奥
と
右
上
端
に
は
五
立

（
ご
だ
ち
）
と
呼
ば
れ
る
絶
壁

が
二
つ
聳
え
て
い
る
。
不
鮮
明

だ
が
ア
カ
マ
ツ
が
多
い
。
周
辺

は
種
々
の
落
葉
樹
や
ス
ギ
が
隙 

ー
プ
ン
を
報
じ
、
十
五
日
に
は

テ
レ
ビ
新
広
島
が
情
報
番
組

「
満
点
マ
マ
」
で
Ｌ
Ｏ
Ｕ
Ｐ
Ｅ

を
特
集
し
た
。
六
月
十
九
日
に

は
テ
レ
ビ
朝
日
が
バ
ラ
エ
テ
ィ

番
組
「
都
道
府
県
総
選
挙
」
で
三

段
峡
を
取
り
上
げ
、
月
末
に
は

Ｎ
Ｈ
Ｋ
が
「
西
日
本
の
旅
」
で
紹

介
を
予
定
し
て
い
る
。 

    
 保

護
、
食
文
化
な
ど
の
講
演
に

続
き
、
事
例
発
表
会
で
は
大
崎

さ
ん
が
三
段
峡
で
の
ト
チ
餅
づ

く
り
と
今
後
の
事
業
展
開
に
つ

い
て
説
明
し
た
。
ト
チ
の
実
の

ア
ク
抜
き
は
地
域
ご
と
に
多
様

な
手
法
が
あ
り
、
ソ
バ
の
灰
を

使
う
高
下
務
三
段
峡
の
宿
社
長

の
製
法
に
は
多
く
の
関
心
が
寄

せ
ら
れ
た
。 

二
日
目
は
廃
村
に
な
っ
た
集 

 
 

  
 

 

間
を
埋
め
て
い
る
。 

 

写
真
は
三
峡
社
発
行
と
印
字

さ
れ
た
絵
葉
書
で
、
熊
南
峰
の

撮
影
だ
と
推
察
で
き
る
。
南
峰

は
栂
崎
を
ほ
ぼ
同
じ
構
図
で
四

作
残
し
て
い
る
が
、
そ
の
内
の

一
枚
の
原
板
と
思
わ
れ
る
写
真

が
、
一
九
二
九
年
に
広
島
県
が

発
行
し
た
史
蹟
名
勝
天
然
紀
念 

 
 

 

   

さ
ん
け
ん
と
広
大
さ
ん
け
ん

部
が
共
同
で
実
施
す
る
「
環
境

リ
ー
ダ
ー
育
成
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
の
一
回
目
が
五
月
十
四
日
、

小
中
学
生
十
人
が
参
加
し
て
、

正
面
口
の
Ｊ
Ｒ
廃
線
跡
地
な
ど 

 

落
跡
を
訪
ね
、
ト
チ
の
巨
木
林

を
見
学
し
た
。
他
地
域
の
団
体

の
活
動
報
告
や
研
究
者
と
の
情

報
交
換
は
、
三
段
峡
で
計
画
し

て
い
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
導
入

し
た
ト
チ
餅
づ
く
り
の
継
承
活

動
を
実
施
す
る
際
の
参
考
に
な

っ
た
。
初
め
て
研
究
発
表
会
や

外
部
団
体
と
交
流
し
た
さ
ん
け

ん
塾
講
師
の
中
高
生
に
と
っ
て

貴
重
な
経
験
と
な
っ
た
。 

同
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
へ
の
参
加

を
機
に
、
三
段
峡
内
の
ト
チ
ノ

キ
の
生
態
調
査
を
進
め
る
。 

 

物
調
査
報
告
第
一
輯
に
掲
載
さ

れ
て
い
る
。 

筆
者
は
県
立
世
羅
中
学
校
長

の
吉
野
益
見
だ
が
、
三
段
峡
は

二
七
年
夏
に
数
日
調
査
し
た
の

み
で
、
写
真
だ
け
で
な
く
五
十

ペ
ー
ジ
近
い
文
章
も
南
峰
の
記

述
を
ベ
ー
ス
に
し
て
い
る
の
は

明
ら
か
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に

し
て
、
南
峰
の
三
段
峡
に
対
す

る
見
方
が
県
の
正
式
見
解
に
な

っ
て
い
っ
た
。 

（
松
尾
俊
孝
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

 

   

で
開
か
れ
た
。
独
立
行
政
法
人

環
境
再
生
保
全
機
構
の
地
球
環

境
基
金
の
助
成
事
業
。 

 

参
加
者
は
同
部
の
南
葉
錬
志

郎
さ
ん
か
ら
草
原
の
自
然
に
つ

い
て
解
説
を
聞
き
、
廃
線
跡
地

で
昆
虫
の
生
息
状
況
を
約
二
時 

     

広
島
大
学
の
三
段
峡
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
「
広
大
さ
ん

け
ん
部
」
が
四
月
二
十
五
日
、
同

大
か
ら
正
式
な
部
に
認
定
さ
れ

た
。
部
費
な
ど
の
支
給
は
な
い

が
、
保
険
加
入
や
大
学
施
設
の

利
用
、
大
学
広
報
へ
の
掲
載
な

ど
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。 

 

同
部
は
二
〇
一
九
年
、「
広
島 

間
調
査
し
た
。
バ
ッ
タ
や
チ
ョ

ウ
類
の
ほ
か
、
広
島
県
の
準
絶

滅
危
惧
種
の
キ
バ
ネ
ツ
ノ
ト
ン

ボ
二
十
二
個
体
を
採
集
し
た
。 

 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
参
加
者
へ

各
自
の
テ
ー
マ
に
沿
っ
た
科
学

研
究
の
入
り
口
を
示
し
、
リ
ー

ダ
ー
に
育
成
す
る
の
が
目
的
。

今
年
度
月
一
回
の
ペ
ー
ス
で
実

施
、
助
成
額
は
一
九
〇
万
円
。 

    

大
学
地
域
の
元
気
応
援
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
」
に
採
用
さ
れ
、
持
続
的

な
活
動
の
た
め
、
部
昇
格
へ
の

公
認
申
請
を
し
て
い
た
。 

南
葉
錬
志
郎
部
長
ら
三
人
は

五
月
八
日
、
橋
本
博
明
安
芸
太

田
町
長
を
表
敬
訪
問
し
、
経
緯

と
今
後
の
活
動
を
説
明
し
た
。 

    

二
〇
二
三
年
度
通
常
総
会
が

五
月
二
十
七
日
、
Ｌ
Ｏ
Ｕ
Ｐ
Ｅ

で
開
か
れ
、
事
業
報
告
と
決
算
、

計
画
と
予
算
が
そ
れ
ぞ
れ
全
会

一
致
で
承
認
さ
れ
た
。
本
宮
炎

理
事
長
は
「
Ｌ
Ｏ
Ｕ
Ｐ
Ｅ
を
拠

点
に
活
動
を
さ
ら
に
強
化
し
た

い
」
と
述
べ
た
。 

 

総
会
後
、
七
人
が
参
加
し
て

水
梨
口―

猿
飛
間
で
「
歩
く
会
」

を
開
き
、
ラ
ン
な
ど
の
開
花
状

況
や
保
存
状
態
を
確
認
し
た
。 
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い
な
く
な
り
、
峡
谷
は 

 
 
 
 

 

に
な
っ
た
り
す
る
。
水
辺
の
岩
に

へ
ば
り
つ
い
て
い
る
の
が
見
ら

れ
る
。
河
原
へ
下
り
て
み
よ
う
、

梅
雨
の
風
情
を
楽
し
ま
せ
る
役

者
に
出
会
え
る
か
も
知
れ
な
い
。 

 
 

 

▼
美
声 

さ
ん
け
ん
新
聞 

 

モ
リ
ア
オ
ガ
エ
ル
の
卵
塊
が

見
ら
れ
る
季
節
に
な
っ
た
。
探
勝

路
で
は
カ
ジ
カ
ガ
エ
ル
の
声
が

渓 

  

一口メモ 

渓
流
の
音
と
相
ま
っ
て
響
く
。

野
鳥
の
さ
え
ず
り
と
間
違
え
ら

れ
る
ほ
ど
の
美
声
だ
。
姿
に
似

ず
、
清
流
の
歌
姫
と
も
言
わ
れ

た
り
、
夏
の
季
語
と
し
て
題
材 

   

絶
壁
に
ア
カ
マ
ツ 

栂
崎
の
動
か
ぬ
証
拠
兜
石 

（７） 

２０２２年度新聞協会賞受賞 

「太田川 恵みと営み」講演会 

 

 

6 月 17 日(土)13 時／LOUPE 
会費：500円（抹茶付） 

問い合せ：090・3421・3046（本宮） 

週
末 

一
二
〇
人
超
え
る
日
も 

順
調
な
一
歩 

マ
ス
コ
ミ
が
多
彩
に
紹
介 

 

   観光客が見学している 

センター内の写真 

6月 3、4日の写真でも OK 

環
境
リ
ー
ダ
ー
育
成
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト 

地
球
環
境
基
金 

小
中
学
生
十
人
が
参
加 

 

五
月
三
日
に
オ
ー
プ
ン
し
た
三
段
峡
ビ
ジ
タ
ー
セ

ン
タ
ー
Ｌ
Ｏ
Ｕ
Ｐ
Ｅ
は
順
調
な
歩
み
を
始
め
た
。
好
天

の
週
末
に
は
一
日
一
二
〇
人
を
超
え
る
来
場
者
が
あ

り
、
マ
ス
コ
ミ
の
取
材
も
あ
り
注
目
を
集
め
て
い
る
。 

    

広
大
さ
ん
け
ん
部 

学
内
の
部
に
認
定 

持
続
的
活
動
へ
の
追
い
風
期
待 

二
〇
二
三
年
度
総
会 

Ｌ
Ｏ
Ｕ
Ｐ
Ｅ
で
開
催 

 

中国新聞写真記者 安部慶彦氏 

LOUPE 誕生１ヵ月 

三
段
峡
の
ト
チ
餅
づ
く
り
発
表 

「
全
国
ト
チ
ノ
キ
学
ネ
ッ
ト
」
で
情
報
交
換 

巡る水と命 輝き未来へ 

鳥のはく製を取材するテレビ新広島のスタッフ 


